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平成19年3月 6時00分頃 柳井市
　市営住宅の２階で居住者が就寝中、１階で発生した火
災の煙を感知した住宅用火災警報器の音に気付き、２階
の窓から避難した。

半焼 柳井市が設置

平成19年8月 4時00分頃 山口市

　平屋住宅で老夫婦が就寝中、住宅用火災警報器の音で
目覚めて、窓越しのすぐ傍にある物置が燃えているのに
気づいた。
　夫は歩行困難である妻の介添えをしつつ屋外へ避難し
た。

物置、住宅
ともに全焼

近所の販売店
から勧められ
て購入し設置

平成19年11月 17時30分頃 柳井市

　６０歳代の居住者がガスコンロに火をつけ鍋をかけた
まま外出したところ、居間に設置された住宅用火災警報
器が鳴った。
　このとき居間にいた居住者の孫が外に助けを求め、同
じアパートの住民がコンロの火を消し、火災に至らな
かった。

非火災 柳井市が設置

平成20年11月 7時50分頃 下関市
　居住者が１階洗面所で２階の住宅用火災警報器の発報
に気付き、１１９番通報して屋外に避難したもの。建物
は木造２階建て。

部分焼 新築時に設置

平成20年11月 21時05分頃 下関市

　アパートの隣家の住民が、アパートの一室から住宅用
火災警報器（台所設置）の警報音と換気扇フードからの
白煙を見て火災と思い１１９番通報したもの。住宅用火
災警報器が鳴っていた部屋の居住者は外出中であった。

部分焼

ガス会社の
リース式任意
契約により設
置

平成21年4月 7時07分頃 下関市

　木造２階建て住宅の家人がこんろをかけたまま外出し
ていたところ、隣の住民が階段に設置された住宅用火災
警報器が鳴っているのに気付き、１１９番通報したも
の。

非火災
販売店から購
入して設置

平成21年4月 23時00分頃 萩市

独居の高齢者宅において、ガスコンロに鍋を掛けたまま
その場を離れていたところ、住宅用火災警報器が鳴り、
ガスコンロの消し忘れに気付き、火災に至らなかったも
の

非火災
県営住宅のた
め、県が設置

平成21年7月 10時10分頃 山口市

　中学校の生徒が、授業中、学校付近の住宅から住宅用
火災警報器が鳴っていることに気付き、消防に通報した
もの。原因は居住者がガステーブルに火をつけ鍋をかけ
たまま外出したため。

非火災
地区の共同購
入により設置

平成21年8月 15時35分頃 岩国市

　県営住宅１階の住人が、窓の外から住宅用火災警報器
の警報音を聞き、同じ建物２階から黒煙が上がっている
のを発見した。
　当人は隣人と協力し水バケツで消火した。

ぼや
県営住宅のた
め、県が設置

平成22年2月 11時05分頃 下松市

　県営住宅１階の住人が、ガステーブルのグリルを使用
しているのを忘れて外出した。
　別室で寝ていた同居人が住宅用火災警報器の音に気づ
き、火災に至らなかったもの。

非火災
県営住宅のた
め、県が設置

平成22年2月 20時08分頃 下関市
　木造２階建て住宅の家人が住宅用火災警報器が鳴って
いるのに気付き、１１９番通報したもの。

非火災
販売店から購
入して設置

住宅用火災警報器の奏功事例
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成22年2月 20時03分頃 宇部市

　木造２階建て長屋１階の住人が、ガステーブルにかけ
ていた鍋に点火後、消し忘れて外出した。隣室の住人が
住宅用火災警報器の音に気付き、ガステーブルの火を消
した。

非火災
管理会社が設
置

平成22年3月 19時40分頃 萩市

　木造平屋建ての住人が、ガスコンロにかけていた鍋を
忘れたもの。近所の住民が住宅用火災警報器の音に気付
き、１１９番通報したもの。通報後、所有者が帰宅し、
初期消火を行うも台所の一部を焼損したもの。

ぼや
所有者がリー
スで設置

平成22年4月  9時42分頃 山陽小野田市

　県営住宅１階の住人が、ガスコンロを消し忘れて外出
した。
　近隣の住人が住宅用火災警報器の音に気づき、消防へ
通報、火災に至らなかったもの。

非火災
県営住宅のた
め、県が設置

平成22年4月  19時35分頃 下関市

４階建て市営住宅の住人が、ガスコンロにかけていた鍋
を忘れて外出した。
　住宅用火災警報器が作動し、その音と煙に気付いた近
隣住民が消防へ通報したもの。

非火災
市営住宅のた
め、市が設置

平成22年5月  20時20分頃 山口市

　木造平屋建ての住人が、コンロに鍋をかけたまま放置
したため、空焚き状態となり、住宅用火災警報器が発生
した煙を感知し鳴動したもの。その音に気付いた家人が
コンロのスイッチを切り出火には至らなかったもの。

非火災
自治会の斡旋
により設置

平成22年5月  10時30分頃 山陽小野田市

　木造２階建ての住人が、ガスコンロを消し忘れ外出。
鍋の炭化した内容物の煙により住宅用火災警報器が発
報、帰宅した家人が警報音に気付き、コンロのスイッチ
を切り火災には至らなかったもの。

非火災
販売店から購
入して設置

平成22年6月  18時32分頃 下関市

　11階建て共同住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま外出したため、空焚き状態となり、住宅用火災警報
器が鳴動したもの。その音に気付いた隣の住民が、ベラ
ンダの仕切り板を破壊して進入し、コンロのつまみを閉
にした後、１１９番通報したもの。

非火災
建物管理者が
設置

平成22年11月  17時46分頃 山口市

　一般住宅の住人が、台所のコンロに鍋をかけたままテ
レビを見ていたところ、空焚き状態となり、住宅用火災
警報器が鳴動したもの。その音に気付いた家人が、コン
ロのスイッチを切り出火に至らなかったもの。

非火災
販売店から購
入して設置

平成22年11月  20時16分頃 岩国市

　木造平屋建ての住人が、台所のコンロに鍋をかけたま
ま外出したため、空焚き状態となり、住宅用火災警報器
が発生した煙を感知し鳴動したもの。その音に気付いた
隣の住人が、屋外のプロパンガスのバルブを閉じ、警察
に通報、消防への出動要請があったが、火災には至らな
かったもの。

非火災
町営住宅等に
町が貸与して
いるもの

平成22年11月  23時50分頃 宇部市

　３階建て共同住宅の住人が、ガステーブルに鍋をかけ
たままを外出したため、空焚き状態となり、住宅用火災
警報器が鳴動したもの。付近住民が警報音に気づき、消
防に通報したもの。

非火災 所有者が設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成22年12月 6時00分頃 萩市

　木造２階建ての住人が、就寝中、消し忘れていた電気
ストーブに布団を接触させ、焼け焦げて発生した煙に住
宅用火災警報器が作動した。
　警報音で目を覚ました居住者により初期消火が行わ
れ、焼損物は寝具のみで、ぼや火災でおさまったもの。

ぼや
地域での共同
購入により設
置

平成23年1月 11時20分頃 下関市

　木造２階建て共同住宅の住人が、ガステーブルに鍋を
かけているのを忘れてその場を離れたため、空焚き状態
となった。
　台所隣室の寝室に設置していた住宅用火災警報器が作
動し、その音に気づいた家人がコンロの火を消し、火災
には至らなかったもの。

非火災
平成１８年頃
設置したもの

平成23年1月 2時58分頃 下関市

　木造２階建ての住人が、２階で就寝中に階段に設置し
ている住宅用火災警報器の鳴動音により、１階寝室での
寝たばこにより発生した火災に気づき、初期消火を実施
し、消火に成功したもの。
　１階寝室に就寝していた家人２名は、熱傷を負ったも
のの、一命をとりとめた。

部分焼
販売店で購入
して設置

平成23年2月 14時20分頃 防府市

　５階建て共同住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま外出したため、鍋の中身が焦げたもの。
  隣戸の住人が住宅用火災警報器の警報音に気づき、ベ
ランダ越しに煙を視認、付近にいた者に消防への通報を
依頼し、玄関は施錠され侵入できなかったため、外から
様子を伺いながら、消防隊の到着を待った。

非火災
市営住宅のた
め、市が設置

平成23年2月 11時30分頃 山口市

　帰宅した木造２階建ての住人が、駐車場で住宅用火災
警報器の音に気付き、家の中を確認したところ、２階の
居間及び台所に煙が充満しているのを発見、すぐに調理
用ボールで水をかけ、初期消火に成功した。

ぼや
新築時（平成
１８年１２
月）設置

平成23年3月 1時30分頃 山口市

　木造２階建ての住人が、就寝中、電気ストーブに布団
が接触し出火、住宅用火災警報器が作動した。
　すぐに布団をベランダに出し、家族に知らせるととも
に、初期消火を実施して延焼を食い止めたもの。

ぼや
販売店で購入
して設置

平成23年3月 12時20分頃 長門市

　木造２階建て共同住宅の住人が、コンロに鍋をかけた
まま電話をしていたところ、空焚き状態となり、住宅用
火災警報器が鳴動した。
　その音に気づいた当人がコンロの火を消して、火災に
は至らなかったもの。

非火災
市社会福祉協
議会を通じて
購入・設置

平成23年3月 16時50分頃 萩市

　木造２階建て納屋兼住宅から火災が発生、隣接する一
般住宅に居住している小学生の兄弟が住宅用火災警報器
の鳴動音に気づき、入浴している祖母に知らせ、３名と
も無事に避難できたもの。

全焼
販売店から購
入して設置

平成23年5月 0時50分頃 宇部市

  木造２階建ての住人が就寝中、住宅用火災警報器の鳴
動音で目を覚ました。
布団が燃えていたため、台所の洗い桶に水を入れて消火
し、布団と畳をわずかに焼損するに止まった。
  原因は、家人が石油ストーブの灯油を撒き、放火した
ものと判明した。

ぼや 不明
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成23年5月 16時37分頃 防府市

  木造２階建ての住人が、ガスコンロにかけていた鍋を
忘れて外出したため、台所に設置していた住宅用火災警
報器が鳴動した。
　その音に気づいた隣家の住人が換気扇から出ていた煙
を見て火災と思い１１９番通報したもの。通報者が、建
物内に入り、コンロのスイッチを切り、火災には至らな
かったもの。

非火災
ガス会社の
リースにより
設置

平成23年5月 9時10分頃 下関市

  ６階建て共同住宅の住人が、ガスコンロにやかんをか
けたまま外出したため、空焚き状態となり、居室に設置
していた住宅用火災警報器が鳴動した。
その音に気づいた隣家の住人が１１９番通報したもの。
　現場に到着した消防隊がバルコニーから進入し、コン
ロのスイッチを切り、火災には至らなかったもの。

非火災
建物管理者が
設置

平成23年6月 9時53分頃 下関市

  木造平屋建ての住人が、ガスコンロに鍋をかけたまま
外出したため、空焚き状態となり、住宅用火災警報器が
鳴動した。
  住宅用火災警報器設置促進のため付近住宅を訪問中の
消防職員が鳴動音と煙に気付き、施錠されていなかった
勝手口から住宅に進入し、コンロのスイッチを切り、火
災には至らなかったもの。

非火災 住人が設置

平成23年9月 16時47分頃 下関市

  共同住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけたまま外出
したため、台所に設置していた住宅用火災警報器が作動
した。
  その音に気づいた隣家の住人が１１９番通報したも
の。現場に到着した消防隊が、開放されていた台所横の
窓からコンロのコックを閉鎖し、火災には至らなかった
もの。

非火災
建物管理者が
設置

平成23年10月 20時30分頃 周南市

　鉄骨２階建ての住人が、仏壇のろうそくに火を付けた
後にその場を離れていたところ、ろうそくの火が飾り物
に着火して出火し、住宅用火災警報器が作動した。
　すぐに初期消火を実施して延焼を食い止めたもの。

ぼや 住人が設置

平成23年10月 15時50分頃 防府市

　木造２階建ての住人が、ガスコンロに鍋をかけたまま
外出したため、空焚き状態となり、台所に設置していた
住宅用火災警報器が鳴動した。
　その音に気づいた近所の住人が、玄関から進入してガ
スの元栓を閉め火災には至らなかったもの。

非火災
ガス会社が設
置

平成23年10月 10時53分頃 宇部市

　鉄筋コンクリート２階建て長屋の住人が、スイッチの
入った電気コンロ上に物を置いたまま外出したため、住
宅用火災警報器が鳴動した。
その音に気づいた隣室の住人が、室内に進入し、コンロ
のコンセントを抜き、火災には至らなかったもの。

非火災
建物管理者が
設置

平成23年10月 18時00分頃 下松市

　平屋建て住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけたま
ま、居間で片付けをしていたところ、住宅用火災警報器
が鳴動した。
　その音に気づいた当人が、コンロのスイッチを切り、
ガスの元栓を閉め、火災には至らなかったもの。

非火災
ガス会社が設
置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成23年12月 7時15分頃 下関市

　共同住宅１階の住人が、ガスコンロに鍋をかけたま
ま、出勤したため、空焚き状態となり、寝室に設置して
いた住宅用火災警報器が鳴動した。
その音に気づいた２階の住人が、室内に進入し、ガスコ
ンロのスイッチを切り、火災には至らなかったもの。

非火災
建物所有者が
設置したもの

平成23年12月 21時51分頃 宇部市

　木造２階建ての住人が、炊飯器のスイッチを入れて、
その場を離れたところ、炊飯器の異常作動により、内釜
の米が焦げ、発生した煙により住宅用火災警報器が鳴動
した。
その音に気づいた隣室の住人が１１９番通報したもの。

非火災 不明

平成24年1月 9時40分頃 下関市

 共同住宅６階の住人が、ガステーブルに鍋をかけたま
ま外出したため、空焚き状態となり、寝室に設置してい
た住宅用火災警報器が作動した。発生した煙と鳴動音に
気づいた下階の住人が１１９番通報した。
　現場に到着した消防隊が、隣室のバルコニーから屋内
に進入し、ガステーブルのスイッチを切り、火災に至ら
なかったもの。

非火災
建物管理会社
が設置

平成24年1月 17時10分頃 岩国市

　共同住宅の住人が、ガステーブルに鍋をかけたまま入
浴したため、台所に設置していた住宅用火災警報器が作
動した。その音に気づいた当人がずぐに火を止め、火災
には至らなかったもの。

非火災
建物所有者が
設置

平成24年2月 3時10分頃 下関市

　２階建て木造住宅の住人が、ガステーブルに鍋をかけ
たまま就寝したため、空焚き状態となり、居間に設置し
ていた住宅用火災警報器が鳴動した。
　その音に気づいた当人が、ガステーブルのスイッチを
切り、火災には至らなかったもの。

非火災
建物所有者が
設置

平成24年2月 15時13分頃 防府市

　共同住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけたまま出勤
したため、空焚き状態となり、階段室の住宅用火災警報
器が鳴動した。その音に気づいた付近の住人が、１１９
番通報したもの。
　現場に到着した消防隊が、屋内に進入し、ガスコンロ
のスイッチを切り、火災に至らなかったもの。

非火災 住人が設置

平成24年2月 21時44分頃 防府市

　市営住宅２階の住人が、ガスコンロに鍋をかけたまま
就寝したため、空焚き状態となり、住宅用火災警報器が
鳴動した。
　その音に気づいた家族が、ガスコンロのスイッチを切
り、火災に至らなかったもの。

非火災 市が設置

平成24年3月 8時00分頃 萩市

　共同住宅の住人が、カセットコンロに鍋をかけたま
ま、出勤したため、空焚き状態となり、住宅用火災警報
器が鳴動した。
　その音に気づいた隣室の住民が、１１９番通報したも
の。現場に到着した消防隊が、開放された窓から屋内に
進入し、カセットコンロのスイッチを切り、火災に至ら
なかったもの。

非火災
建物所有者が
設置

平成24年4月 7時31分頃 宇部市

　２階建て木造住宅の住人が、ガステーブルに鍋をかけ
たままその場を離れたため、空焚き状態となり、寝室に
設置していた住宅用火災警報器が作動した。その音に気
づいた当人が、ガステーブルのスイッチを切り、火災に
は至らなかったもの。

非火災
建物所有者が
設置



 年   月　  発生時間 場  所  概      要 焼損程度 設置経緯

住宅用火災警報器の奏功事例

平成24年5月 13時30分頃 山口市

　３階建て店舗併用住宅の住人が、ガスコンロで焼いた
魚を取り出した後、スイッチを切り忘れたことから、煙
が充満し、台所に設置していた住宅用火災警報器が鳴動
した。別室でその音に気づいた当人が、台所に戻ると炎
が上がっていたが、ガスコンロのスイッチを切り、グリ
ル内に濡れたふきんを入れて、火を消したため、１１９
番通報したもの。現場に到着した消防隊が、火災に至ら
なかったもの。

非火災 住人が設置

平成24年6月 0時39分頃 周南市

　３階建て共同住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま就寝したため、空焚き状態となり、台所に設置して
いた住宅用火災警報器が作動した。鳴動音に気づいた隣
室の住人が、１１９番通報したもの。
　現場に到着した消防隊が、屋内に進入し、ガスコンロ
のスイッチを切り、火災に至らなかったもの。

非火災
建物所有者が
設置

平成24年8月 21時8分頃 下関市

　２階建て木造住宅の住人が、たばこの吸い殻を残火確
認せずにゴミ袋に捨てたため、ゴミくずに着火して出火
し住宅用火災警報器が鳴動した。
　鳴動音に気づいた住人が、ペットボトルに入れておい
た水をかけて消火し、台所床の一部の焼損に止めたも
の。

ぼや
自治会の斡旋
により設置

平成24年8月 0時39分頃 下関市

　２階建て店舗併用住宅の住人が、たばこの吸い殻を台
所床面上の衣類の上に落としたことに気づかずに就寝し
たため、出火し、住宅用火災警報器が鳴動した。鳴動音
に気づいた住人が、水道水をかけて消火し、衣類と台所
床の一部の焼損に止めたもの。

ぼや 住人が設置

平成24年9月 16時35分頃 岩国市

　５階建て市営住宅の住人が、ガスコンロで焼いた魚を
取り出した後、スイッチを切り忘れたことから、煙が充
満し、台所に設置していた住宅用火災警報器が鳴動し
た。
　その音に気づいた隣家の住人が、建物１階から煙が出
ているのを確認し、市営住宅２階に住む自治会長に知ら
せ、自治会長が１１９番通報したもの。
　現場に到着した消防隊が、開放された窓から屋内に進
入し、ガスコンロのスイッチを切り、火災に至らなかっ
たもの。

非火災 市が設置

平成24年9月 16時36分頃 防府市

　５階建て共同住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま外出したため、空焚き状態となり、台所に設置して
いた住宅用火災警報器が鳴動した。鳴動音に気づいた隣
家の住人が、１１９番通報したもの。
　近所の住人が、ベランダから室内に進入し、ガスコン
ロのスイッチを切り、火災に至らなかったもの。

非火災 住人が設置

平成24年10月 5時25分頃 周防大島町

　２階建て木造住宅の住人が、魚焼き器で魚を焼いた状
態のまま就寝したため、煙が充満し、寝室に設置してい
た住宅用火災警報器が鳴動した。
  鳴動音に気づいた住人が、魚焼き器のスイッチを切
り、火災に至らなかったもの。

非火災 住人が設置

平成24年11月 7時47分頃 宇部市

　２階建て木造住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま放置したため、煙が充満し、住宅用火災警報器が鳴
動した。鳴動音に気づいた住人が、ガスコンロのスイッ
チを切り、火災に至らなかったもの。

非火災 住人が設置



 年   月　  発生時間 場  所  概      要 焼損程度 設置経緯

住宅用火災警報器の奏功事例

平成24年11月 16時00分頃 光市

　４階建て市営住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま就寝したため、空焚き状態となり、住宅用火災警報
器が鳴動した。その音に気づいた隣室の住人が、１１９
番通報したもの。
　現場に到着した消防隊が、開放された窓から屋内に進
入し、ガスコンロのスイッチを切り、火災に至らなかっ
たもの。

非火災 市が設置

平成24年12月 13時57分頃 防府市

　２階建て木造住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま放置したため、煙が充満し、住宅用火災警報器が鳴
動した。鳴動音に気づいた家族と本人がガスコンロのス
イッチを切り、火災に至らなかったもの。

非火災 市が設置

平成24年12月 9時32分頃 美祢市

　２階建て共同住宅の住人が、ソファー横に立てかけて
おいた電気ストーブのスイッチを誤って入れたため、ソ
ファーが加熱されて、出火し、煙が充満して、住宅用火
災警報器が鳴動した。その音に気づいた住人がストーブ
のスイッチを切ったため、ソファーの焼損のみで、ぼや
火災でおさまったもの。

ぼや
不動産管理会
社が設置

平成24年12月 12時44分頃 山口市

　平屋建て木造住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま放置したため、空焚き状態となり、煙が充満し、住
宅用火災警報器が鳴動した。
　鳴動音に気づいた住人がガスコンロのスイッチを切
り、火災に至らなかったもの。

非火災
建物管理会社
が設置

平成24年12月 17時4分頃 岩国市

　２階建て共同住宅の住人が、ガスコンロに鍋をかけた
まま就寝したため、鍋の食材が焦げて煙が充満し、住宅
用火災警報器が鳴動した。
　その音に気づいた隣室の住人が、１１９番通報したも
の。現場に到着した消防隊が、ガスコンロのスイッチを
切り、火災に至らなかったもの。

非火災
建物管理会社
が設置

平成24年12月 3時50分頃 山口市

　２階建て木造住宅の住人(一人暮らし)が、就寝中に住
宅用火災警報器の鳴動音に気づいて目を覚ましたとこ
ろ、室内に煙が充満していたもの。火元は確認できず、
屋外へ避難し、通行者へ１１９番通報を依頼したもの。
(住宅は半焼し、出火原因は不明)

半焼 住人が設置

平成25年1月 0時20分頃 柳井市

２階建て木造住宅の住人が、たばこの吸い殻を寝室に置
かれた座椅子付近に落としたことに気がつかずに就寝し
たため煙が充満し、寝室に設置していた住宅用火災警報
器が鳴動した。鳴動音に気づいた住人が、寝室に置かれ
た座椅子の下に敷かれた座布団及びその下の畳が焼け焦
げているのを発見し、屋外に搬出した。

ぼや 住人が設置

平成25年1月 11時00分頃 柳井市

　共同住宅の住人が、ガステーブルに鍋をかけたまま外
出したため、煙が充満し、住宅用火災警報器が鳴動し
た。その音に気づいた通行人が、１１９番通報した。知
らせを受けた共同住宅大家が、合鍵で内部に進入してガ
ステーブルのスイッチを切り、火災には至らなかった。

非火災
共同住宅大家
が設置

平成25年2月 10時44分頃 下関市

　２階建て木造店舗併用住宅の住人が、ガステーブルに
天ぷら鍋をかけたままその場を離れたため、鍋内のサラ
ダ油が過熱出火し、住宅用火災警報器が鳴動した。鳴動
音に気づいた住人が家族と協力して、濡らした毛布で消
火し、ぼや火災でおさまった。

ぼや 住人が設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成25年3月 8時56分頃 萩市

　平屋建て木造住宅の住人が、ストーブ上に物品を置き
忘れたままストーブに点火して、そのままその場を離れ
たため、その物品が出火し、住宅用火災警報器が鳴動し
た。鳴動音に気づいた住人がストーブを消火したとこ
ろ、出火した物品は自然鎮火となり、火災に至らなかっ
た。

非火災 住人が設置

平成25年3月 7時7分頃 下関市

　２階建て木造住宅の住人が、電気ストーブに毛布が接
触していることに気付かず電気ストーブのスイッチを入
れたため、毛布が出火し、住宅用火災警報器が鳴動し
た。鳴動音に気づいた通行人が付近住民と協力して、燃
えていた毛布及び布団を屋外に出して消火し、ぼや火災
でおさまった。

ぼや 不明

平成25年5月 18時18分頃 下関市

　住人が居間でテレビを見ていたところ、台所から住宅
用火災警報器の鳴動音が聞こえ火災に気付き、すぐに隣
家に避難した。通報を依頼した後、自宅に戻り流し台の
水道水で消火した。

部分焼 住人が設置

平成25年5月 15時00分頃 下関市

　台所で天ぷらを調理後、ガステーブルの火を消し忘れ
て寝込んだため天ぷら油が過熱し、発生した煙を寝室に
設置していた住宅用火災警報器（煙感知器）が感知して
鳴動した。その音に気付いた家人がガステ－ブルのス
イッチを切り、火災に至らなかった。

非火災
建物所有者が
設置

平成25年9月 10時00分頃 下松市

　住人がガステーブルのグリルを使用し、魚を焼いてい
るのを忘れて外出した。隣人が、住宅用火災警報器の鳴
動で異状に気づき、鍵のかかっていない玄関から住宅内
に入り、ガステーブルの火を消し、火災に至らなかっ
た。

なし 不明

平成25年9月 3時30分頃 岩国市

　住宅において、居住者（５人暮らし）と友人１名が就
寝中、室内に煙が充満し、住宅用火災警報器が鳴動して
いる事に友人が気付いたため、即座に居住者家族に知ら
せ、全員無事に屋外に避難した。

全焼
居住者が設置
したもの

平成25年9月 18時50分頃 山口市

　アパートに住む３１歳男性が自宅で喫煙し家族で外出
したところ、灰皿に溜まった多量の吸い殻に、消し残っ
た種火が着火し燻焼したもの。近隣住民が、住宅用火災
警報器の鳴動により同室から煙が出ているのに気づき１
１９番通報。消防隊が駆けつけた。

非火災

アパート家主
が台所に熱
式、リビング
と寝室に煙式
を設置

平成25年10月 23時50分頃 下関市

共同住宅において２階居住者が台所のガスコンロに鍋を
かけたまま居眠りをしたため、鍋が空炊きとなり発煙
し、居室設置の住宅用火災警報器（煙式）が鳴動した。
上階（３階）の居住者が、住宅用火災警報器の警報音と
臭いに気づき１１９番通報した。

非火災
建物管理者が
設置

平成25年10月 16時35分頃 宇部市

　行為者が台所の電磁調理器で動植物油の入ったてんぷ
ら鍋を加熱したままその場を離れ、住宅用火災警報器の
鳴動により、てんぷら鍋から炎が上がっているのを発見
し、行為者及び家人の２人が屋外へ避難した。通報は、
屋外に避難した行為者が付近住民に火災を知らせ、付近
住民が１１９番通報した。初期消火も同付近住民が、服
とタオルでてんぷら鍋を覆い消火した。

ぼや 新築時に設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成25年11月 16時50分頃 美祢市

　住人が台所のガスコンロで魚を焼くためグリルの火を
着けたが、プラスチックコンテナ(以下コンテナとする)
をコンロ上に置き忘れたまま、居間で休んでいたとこ
ろ、寝室の住宅用火災警報器が鳴り、住人が、１１９番
通報した。通報後、ガスコンロ上コンテナから煙が出て
いることに気付き、グリルの火を止めて一部が溶融した
コンテナを屋外に持ち出した。

非火災 所有者が設置

平成25年12月 8時00分頃 周南市
　居住者が仏壇に線香を焚いたまま旅行へ出かけた。隣
人が、住宅用火災警報器の作動音と白煙が出ているに気
付き、消防へ通報した。

ぼや 不明

平成25年12月 7時05分頃 防府市

　居住者(59歳女性)が入浴後、脱衣所で着替え中に警報
音に気付き、廊下に出ると煙が充満し、２階の踊り場で
火炎を確認した。１階の寝室で就寝中の92歳女性は、警
報音に気付くがそのまま就寝しており、59歳女性の声で
火災に気付き、２人で水バケツにより初期消火を行った
が間に合わず屋外に避難した。隣人が、火災に気付き１
１９番通報した。

全焼 所有者が設置

平成25年12月 22時00分頃 柳井市

　共同住宅の隣家の居住者が、住宅の一室から住宅用火
災警報器が鳴っているのに気付き警察に通報。警察が現
場到着した際、室内は煙が充満し、１階台所に置かれて
いる電気ごたつの掛け布団から煙が出ており、その横に
居住者が横たわっていたため、住人を屋外へ救出し水道
水等により消火活動を実施した。

ぼや 市が設置

平成26年1月 17時15分頃 宇部市

　家主が１階に居たところ階段に設置してある住宅用火
災警報器が鳴り、２階の居間を確認したところ、仏壇付
近のプラスチック製の線香入れが燃えているのを発見
し、在宅中の親戚が１１９番通報した。家主ら３人が、
たらい等に水道水を入れ消火活動を実施した。

部分焼
既存の住宅に
設置済

平成26年1月 22時53分頃 下関市

　３階建の共同住宅の一室において、ビルトイン電気こ
んろのスイッチが入り、この上に置いていた電磁調理器
に着火し出火したため住宅用火災警報器が鳴動した。出
火住戸直上階に居住していた隣人が、住宅用火災警報器
の鳴動音と煙に気付き119番通報し、各居住世帯の避難
誘導を実施した。

ぼや 所有者が設置

平成26年1月 0時50分頃 山口市

　住人が、就寝中に住宅用火災警報器の鳴動音とガラス
の割れる音に気付き、２階の一室から出火していたのを
発見し、家族に火災を知らせるとともに、水バケツによ
る初期消火を実施し部分焼にとどめた。

部分焼 所有者が設置

平成26年1月 11時15分頃 下関市

　住人が、台所のガステーブルにてんぷら鍋をかけたま
ま２階で用事をしていたところ、てんぷら鍋が過熱によ
り出火し、台所設置の住宅用火災警報器（熱式）が鳴動
した。
　その音に気付いた住人が消火器で初期消火した。

ぼや 所有者が設置

平成26年2月 22時05分頃 下関市

　住人が、電子レンジで食品を長時間加熱していたとこ
ろ、食品から発火したことに気付かず取出し、新聞紙の
上に落下し周囲に燃え広がった。住人は視力が弱く炎を
確認できなかったが、隣の部屋に設置している住宅用火
災警報器(煙式)の警報音で火災に気付き、家を飛び出し
避難した。その音を聞いた通行人と隣の家の住民２人
が、消防へ通報するとともに初期消火を行った。

部分焼 所有者が設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成26年2月 11時40分頃 光市

　住人が、台所のコンロに鍋をかけている際、その場を
離れ、来客者と話をしていたところ鍋が空焚き状態とな
り、台所の住宅用火災警報器が鳴動した。住人が、鳴動
音に気付き台所に戻ると煙が充満していたため、消防へ
通報した。

非火災 所有者が設置

平成26年3月 21時00分頃 光市

　住人が布団を温めるため、寝室に温熱療法用のヒー
ターを入れたまま、台所に居たところ、寝室に設置の住
宅用火災警報器が鳴っているのに気付き、寝室へ向かう
と布団から炎が出ており、水で初期消火した。

ぼや
老人会で共同
購入

平成26年3月 14時40分頃 山口市

　住人がガスコンロに火をつけ鍋をかけたまま外出し
た。隣人が、住宅用火災警報器の鳴動音に気付き、台所
の換気扇から煙が出ているのを発見し、居合わせた通行
人に知らせ、通行人が消防に通報した。
　消防隊が現場確認したところ、鍋が空焚き状態となっ
ており、台所の隣室（居間兼寝室）に設置されていた住
宅用火災警報器が鳴動したものと判明し、消防隊が点火
スイッチを切り、出火の危険性を未然に防止した。

非火災 所有者が設置

平成26年8月 18時33分頃 下関市

　住人が調理後の鍋に水を入れ、電磁調理器にかけたま
ま居間でテレビを見ていたところ、台所の住宅用火災警
報器（熱式）が鳴動し、内容物が焦げ、中に火が入った
状態の鍋を発見し、住人が水道水で消火したもの。他に
焼損は認められず火災に至らなかった。

非火災
建物所有者が
設置

平成26年8月 19時00分頃 山陽小野田市

　住人が、台所のガスコンロ(都市ガス)で食材の入った
鍋を加熱したまま外出したところ、住宅用火災警報器
(煙式)が鳴動し、換気扇から煙が出ているのに隣人が気
付き１１９番通報した。
　消防隊が到着し、留守宅のドアガラスを壊し屋内進入
してガスコンロの火を止めるとともに、充満する煙を排
煙した。

非火災
建物所有者が
設置

平成26年8月 12時15分頃 宇部市

　住人が台所のカセットコンロでてんぷら鍋を加熱した
ままその場を離れたところ、家族が隣室の住宅用火災警
報器の鳴動しているのに気付き、てんぷら鍋から炎が上
がっているのを発見し１１９番通報した。
　家族が、鍋に水をかけて初期消火し、消防隊到着後、
台所の窓ガラス等０．３㎡が焼損し火災が鎮火した。

ぼや 不明

平成26年9月 10時27分頃 下関市

　住人が台所でガスこんろにかけたまま、寝室で寝てい
たところ、鍋の内容物が焦げ付き、台所設置の住宅用火
災警報器（煙式）が鳴動した。
　隣人が住宅用火災警報器の音と煙に気づき119番通報
し、消防隊が焦げ付いた状態の鍋を屋外に搬出するとと
もに寝室で寝ていた家人を救出し、火災に至らなかっ
た。

非火災 所有者が設置

平成26年10月 0時40分頃 萩市

　住人が１階店舗にて七輪の上で鍋をかけたまま２階寝
室において泥酔し就寝していたところ、近隣住民が警報
音に気づき、消防に通報した。
　消防隊到着後、屋内進入しを確認し、除去した。建物
内は、煙が充満しているものの鍋以外の焼損は確認され
なかった。

非火災 所有者が設置



 年   月　  発生時間 場  所  概      要 焼損程度 設置経緯

住宅用火災警報器の奏功事例

平成26年11月 18時00分頃 萩市

　住人が、鍋をコンロにかけたまま外出し、近隣住民が
警報音で異常に気づき、発煙を確認し、消防に通報し
た。発見者の近隣住民がコンロの火を止めたところ鎮
火。消防隊到着後、建物内は煙が充満しているものの鍋
以外の焼損は確認されなかった。

非火災 所有者が設置

平成26年11月 12時04分頃 周南市

  共同住宅の住人が、台所で電気ストーブを使用中にそ
の場を離れトイレに入ったところ、住宅用火災警報器が
鳴動した。
　慌てて部屋に戻ると、電気ストーブから火が出てお
り、同居人を避難させるとともに洗面器で初期消火を
行った。

ぼや
建物所有者が
設置

平成26年12月 1時20分頃 下松市

　２階建て共同住宅の住人が寝室で電気ストーブを付け
たまま就寝したところ、掛け布団に着火した。寝室に設
置していた住宅用火災警報器の鳴動音に気付き、火災を
発見した住人が水バケツによる初期消火、換気を実施す
るとともにに１１９番通報した。

ぼや
建物所有者が
新築時に設置

平成27年1月 6時45分頃 周南市

　共同住宅の住人が、鍋をカセットコンロにかけたまま
外出した。住警器の鳴動音に気付いた共同住宅の他の住
人が１１９通報した。
　消防隊到着後、住警器の鳴動及び白煙を確認、室内へ
進入し、現状は鍋から白煙のみで焼損箇所なし。

非火災
建物所有者が
設置

平成27年4月 9時24分頃 下関市

　２階建て共同住宅の１階住人が、鍋を二口ガスコンロ
にかけたまま居間でテレビを見ていたところ、内容物が
焦げるまで加熱してしまった。
　住警器の鳴動音と白煙に気付いた共同住宅の上階の住
人が１１９通報し、火災に至らなかった。

非火災 新築時に設置

平成27年5月 11時45分頃 岩国市

　木造２階建て住宅の住人がガスコンロに鍋をかけたま
ま外出したため、空焚き状態となり、階段の住宅用火災
警報器が鳴動した。
　近隣住民が鳴動音に気付き、１階トイレのガラスを割
り、進入、１階台所のガスコンロのスイッチを切り、火
災に至らなかった。

非火災
息子の勧めで
住人が平成18
年設置

平成27年6月 1時30分頃 宇部市

　３階建て共同住宅の１階の住人が、ガステーブルにア
ルミ製片手鍋をかけたまま、その場を離れソファーで眠
り込んでしまった。
　帰宅した２階の住人が、１階から警報音と匂いがした
ので不審に思い、１１９番通報した。その後、通報者が
３階居住の管理人に知らせ、火災と思った管理人が１階
住人方のドアを叩くとともに、建物に設置してある非常
警報装置の起動装置を押し、共同住宅の住民に火災を知
らせ、避難させた。
　消防隊が到着後、室内を確認したところ、鍋の内容物
が焦げているのみで、建物等に焼損はなかった。

非火災
既存の建物に
平成23年設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成27年7月 3時10分頃 宇部市

　３階建て共同住宅の１階の住人が、食材を入れたアル
ミ製両手鍋を中火にしたガステーブルにかけたまま、眠
り込んでしまった。
　３階の住人が帰宅した際に、１階から警報音がし、煙
が見えたので不審に思い、１１９番通報した。
　その後、通報者が３階居住の管理人に知らせ、管理人
が１階住人を避難させるとともに、建物に設置してある
非常警報装置の起動装置を押し、共同住宅の住民に火災
の危険性を知らせ、避難させた。
　消防隊が到着し、確認したところ、鍋の内容物が焦げ
ているのみで、建物等に焼損はなかった。

非火災
既存の建物に
平成23年設置

平成27年7月 9時34分頃 山口市

　２階建て共同住宅を訪問した来客が、玄関前で警報器
の音声に気付き、周囲を確認したところ、当該共同住宅
の窓から煙が見えたので消防に通報した。
　消防隊到着時、ガステーブルに内容物が炭化した状態
の片手鍋が置かれており、過熱防止装置の作動により火
は消えていたが、空焚き状態の鍋から発生した煙によ
り、台所隣室の警報器が鳴動したもの。
　家人は、通報の約30分前にガステーブルに火を点け、
そのまま忘れて外出したとのこと。

非火災
建物所有者が
平成10年に設
置

平成27年9月 9時49分頃 周南市

　５階建て共同住宅の住人がステンレス製片手鍋をガス
テーブルにかけ、点火したことを忘れて外出した。
　警報器の鳴動に気付いたガス会社の職員が１階の住人
に１１９番通報を依頼。
　消防隊到着時、警報器が鳴動し、白煙が確認されたた
め、施錠されていなかった室内に進入したところ、室内
は煙が充満していたが、ガス会社の職員がガスを閉栓し
たためガステーブルの火は消えており、火災には至らな
かった。

非火災
建物所有者が
平成23年に設
置

平成27年12月 2時00分頃 長門市

　木造２階建ての店舗兼納屋併用住宅で、就寝中の住人
が住宅用火災警報器の鳴動音に気付き、火災を発見。
　別の部屋で就寝中の家族を起こして、屋外へ避難する
ことができたもの。

全焼
建物所有者が
設置

平成28年1月 8時50分頃 長門市

　木造２階建て住宅の住人が、ガステーブルに鍋をかけ
たまま朝食をとっていたところ、空焚き状態となって煙
が充満し、台所隣の居室に設置してある住宅用火災警報
器が鳴動した。
　その音に気付いた住人が鍋から白煙が上がっているの
を確認し、鍋を水で冷却し火災に至らなかったもの。

非火災
建物所有者が
設置

平成28年1月 2時00分頃 光市

　木造平屋建て長屋住宅の住人がガスコンロに鍋をかけ
たまま就寝したため、内容物が炭化して煙が発生し、居
室に設置していた住宅用火災警報器が作動した。
　鳴動音に気づいた近隣住民が１１０番通報し、通報を
受けた警察官が屋内に進入してガスコンロのスイッチを
切り、火災に至らなかったもの。

非火災 個人が設置

平成28年1月 17時20分頃 山口市

　木造２階建て住宅の住人が住宅用火災警報器の警報音
に気付き、駆け寄ったところ、和室の仏壇前にある座布
団から煙が出ているのを発見。１１０番へ通報した後に
座布団を屋外に持ち出し、ぼやにとどめることができた
もの。（消防には警察から１１９番通報が行われた。）

ぼや
建物所有者が
設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成28年3月 14時54分頃 周南市

　５階建て共同住宅の住人が台所のコンロを点火し、フ
ライパンをかけたまま隣室で眠っていたところ、フライ
パンが空焚き状態となり、煙によって住宅用火災警報器
が作動した。
　警報音と異臭に気付いた近隣住民が１１９番通報し、
到着した消防隊が白煙が充満する住戸内に進入し、住人
を無事に屋外避難させた。

非火災
建物所有者が
設置

平成28年3月 9時45分頃 宇部市

　木造２階建て長屋住宅において、住人のたばこの吸い
殻の不始末により、捨てたビニール袋内の紙屑に火が燃
え移り、火災に至ったもの。
　出火建物（長屋住宅）に隣接する建物の２階住人がベ
ランダで喫煙していたところ、出火建物（長屋住宅）の
２階軒裏に設置された換気口から白煙が噴出しているの
を発見、住宅用火災警報器の警報音を確認、火災と判断
し、１１９番通報したもの。

ぼや
新築時(H20)に
建物所有者が
設置

平成28年3月 20時00分頃 上関町

　出火建物（木造平屋建て住宅）の近隣を散歩していた
地域住民２名が出火建物に設置された住宅用火災警報器
の鳴動に気付き、出火建物の居住者の救出及び初期消火
を実施したもの。
　出火建物は全焼したが、死者、負傷者は発生しなかっ
た。

全焼
上関町が購入
し設置

平成28年5月 9時48分頃 下関市

　出火建物（木造２階建て住宅）に隣接する住宅で内装
工事を行っていた業者が、住宅用火災警報器の鳴動に気
付き周囲を確認したところ、出火建物１階から炎と煙が
出ているのを発見し、業者４人で汲み置きの水による初
期消火及び119番通報を行い、住宅内にいた家人の避難
誘導を行った。

ぼや
平成23年頃、
販売店で購入
し、設置

平成28年7月 17時00分頃 山陽小野田市

　木造平屋建て住宅の住人が、ゆで卵を作るためにガス
コンロにアルミ製両手鍋を掛けたことを忘れて寝室で寝
てしまい、鍋の中の卵が焦げたもの。
　近隣住民が住宅用火災警報器の発報に気付き、当該住
宅に向かったところ換気扇から煙が出ており、１１９番
通報した。
　消防隊現場到着時、初期消火は実施されていなかった
が、鍋の中の卵が焦げているのみで、壁等に損傷はな
く、火災には至らなかった。

非火災 不明

平成28年10月 11時15分頃 周南市

　鉄筋コンクリート造の共同住宅の住人がガスコンロに
鍋をかけたまま外出したため、内容物が炭化して煙が発
生し、居室に設置していた住宅用火災警報器が作動し
た。
　鳴動音に気づいた近隣住民が携帯電話で１１９番通報
し、消防隊が屋内に進入してガスコンロのスイッチを切
り、火災に至らなかったもの。

非火災 周南市が設置

平成28年10月 20時45分頃 周南市

　鉄筋コンクリート造の共同住宅の住人がコンロにすき
焼き鍋をかけたまま外出し、約１時間後に上階の居住者
が住宅用火災警報器の鳴動音に気づき１１９番通報し
た。
　消防隊が現着し、住警器の鳴動音及び白煙を確認。廊
下側の窓から進入し、コンロの火を止め、窓を開放し
た。避難者、死傷者及び焼損なし。

非火災
平成23年2月頃
周南市が設置

平成29年1月 22時25分頃 下関市

　木造２階建て共同住宅の１階の住人が調理のために少
量の油をフライパンに入れ、台所の二口ガスこんろにか
けたまま、居間でテレビを見ていたところ、油が過熱し
て発煙し、隣接する寝室に設置している住宅用火災警報
器（煙式）が鳴動した。
　鳴動音に気付いた住人がガスこんろのスイッチを切
り、火災には至らなかった。

非火災

平成23年に建
物所有者が販
売店で購入し
設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成29年1月 07時05分頃 山陽小野田市

　鉄筋コンクリート造２階建て住宅の住人が煙のにおい
と住宅用火災警報器の警報音に気付き、家の中を確認し
たところ、１階の客間で布団付近から炎が上がっている
のを発見。
　すぐに洗面器で水をかけ、初期消火に成功し、電気毛
布と布団、床をわずかに焼損するにとどめた。

ぼや
平成22年
住宅新築時に
設置

平成29年2月 16時45分頃 萩市

　木造平屋建て住宅の所有者が、軍手をストーブ上に置
いたまま点火したため、発煙。
　住宅用火災警報器が鳴動していることに気付いた、当
該建物所有者がストーブを直ちに消火し、１１９通報し
たもの。
　早急に覚知できたため、発煙のみに止まり、損害、死
傷者等はなかった。

非火災

平成22年
建物所有者が
市内ガス会社
から購入し設
置

平成29年3月 8時40分頃 防府市

　木造平屋建て住宅の付近を歩行していた近隣住民が、
住宅用火災警報器の鳴動音と焦げた匂いに気付き、自治
会長宅に行き、自治会長に住宅用火災警報器の鳴動を知
らせた後、携帯電話で１１９通報したもの。
　家人は不在で初期消火は実施されていなかったが、早
期の通報により、座布団３枚、カーペット、レースカー
テンの一部の焼損に止まった。

ぼや
平成22年
購入し設置

平成29年4月 0時55分頃 宇部市

　鉄筋コンクリート造５階建の共同住宅の自室にいた住
人が、屋外で警報ベルが鳴っていることに気付き、携帯
電話で１１９番通報した。これにより警戒出動した消防
隊が現場到着後に通報者と接触し、警報ベルの発信源を
調査したところ、通報者宅の南西側の共同住宅２階の部
屋からベル音と異臭がすることを確認した。
　火災と判断した消防隊が、施錠されていなかった玄関
ドアを開放し、内部を確認したところ、室内に白煙が充
満しており、呼び掛けに対し返事があったため、直ちに
隊員２人が屋内に侵入し、足が不自由で体動困難な住人
を救助するとともに、燻っていた火元残火を消火した。
　なお、火元の寝室には警報器が設置されておらず、別
の部屋に設置されていた警報器が煙を感知して鳴動した
もの。

ぼや
平成20年
既存住宅に設
置

平成29年5月 8時27分頃 防府市

　鉄骨造２階建て共同住宅の住人が、台所のガスコンロ
に鍋をかけ、火をつけたままその場を離れていたとこ
ろ、隣接する住人が住宅用火災警報器の警報音に気付い
て、１１９通報した。
　家人も警報音に気付き、ガスを止め、鍋に水を注いだ
ところ、鍋の中身が焦げた程度に止めることができた。

非火災
平成23年6月頃
建物所有者が
設置

平成29年6月 10時30分頃 下関市

　木造２階建て住宅の住人が、オーブントースターで食
品を長時間加熱したことにより、台所に設置していた住
宅用火災警報器（煙式）が鳴動した。
　警報音に気付いた住人は、警察に通報し、屋外に避難
した。

非火災

平成22年
建物所有者が
販売店で購入
し設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成29年6月 19時20分頃 下関市

　耐火造２階建て長屋住宅の住人が、居室兼寝室にてカ
セットコンロで食品を長時間加熱し、その場を離れてい
たところ、加熱していた食品から発煙し、室内に設置し
ていた住宅用火災警報器（煙式）が鳴動した。
　住宅用火災警報器の音と煙に気付いた隣人が、消防に
１１９番通報し、住人とともに屋外に避難した。
　火災には至らなかったが、煙を吸ったことによる気分
不良で１名が救急搬送された。（軽傷）

非火災
建物所有者が
設置

平成29年6月 14時20分頃 下松市

　木造平屋建て住宅の住人が、カレーを温めなおすため
台所のガスコンロに鍋をかけたまま別室でテレビを見て
いたところ、ダイニングルームに設置していた住宅用火
災警報器が鳴動した。
　鳴動音に気付いた住人が、ガスコンロのつまみを閉に
した後、１１９番通報したもの。

非火災
販売店で購入
し設置

平成29年6月 23時05分頃 下関市

　木造２階建て住宅の風呂焚き場に設置している住宅用
火災警報器（熱式）が鳴動し、音に気付いた家人が避難
するとともに、付近住民が１１９番通報のうえ、初期消
火を実施したもの。
　部分焼となったが、負傷者等は発生しなかった。

部分焼

平成21年頃に
建物所有者が
販売店で購入
し設置（熱
式）

平成29年9月 18時07分頃 下関市

ガスこんろのスイッチを切り忘れてトイレに行ったた
め、油が過熱し、発煙により隣接する寝室に設置してい
る住宅用火災警報器（煙式）が鳴動した。
　住宅用火災警報器の音に気付いた居住者が水道水を掛
けた後、ガスこんろのスイッチを切り、ぼや火災におさ
まったもの。

ぼや

平成24年に建
物所有者が販
売店で購入し
設置

平成29年9月 12時44分頃 下関市

　準耐火造２階建て共同住宅の住人が、台所の２口ガス
コンロで両手鍋内の食品を加熱中に外出してしまったた
め発煙し、寝室に設置している住宅用火災警報器（煙
式）が鳴動。
　２階の居住者が住宅用火災警報器の音と窓からの煙に
気付き消防に通報し、火災には至らなかったもの。

非火災
建築時に設置
されていたも
の

平成29年10月 11時50分頃 周防大島町

　木造２階建て住宅の住人が揚げ物を調理するため片手
鍋をガスコンロにかけたまま、その場を離れて洗濯物を
干していたところ、住宅用火災警報器が鳴動。
　火災に気付いた住人が初期消火を実施し、火災を部分
焼にとどめ、負傷者等は発生しなかった。
　なお、消防への通報は、鳴動音に気付いた付近住民に
より行われた。

部分焼

平成22年頃、
所有者の家族
が販売店で購
入し設置した
もの

平成29年10月 6時35分頃 光市

調理具材をフライパンに入れたまま、ガステーブルに火
を着けその場を離れていたところ、調理具材が焦げて、
寝室に設置していた住宅用火災警報器が作動したもの
で、鳴動音に気付いた家人がガステーブルのスイッチを
切り、火災に至らなかったもの。鳴動音に気付いた近隣
住民が１１０番通報。

非火災
長屋新築時に
設置



 年   月　  発生時間 場  所  概      要 焼損程度 設置経緯

住宅用火災警報器の奏功事例

平成29年11月 18時10分頃 防府市

一人暮らしの住人が、台所のガスコンロに鍋をかけ、火
をつけたままその場を離れた。住人は住宅用火災警報器
の警報音に気付き鍋に水を注いで初期消火に成功し、火
災はぼや程度で事なきを得た。通報は、隣室の住人が住
宅用災警報器の警報音に気付き、部屋から出る煙を確認
して１１９番通報した。

ぼや
建物所有者が
設置（設置時
期不明）

平成29年11月 18時45分頃 下関市

　居住者が台所の２口ガスコンロにて、片手鍋内の天ぷ
ら油を加熱中にその場を離れたため、油が過熱発煙し、
寝室に設置していた住宅用火災警報器（煙式）が鳴動し
たもの。
　鳴動音に気付いた居住者がガスコンロのスイッチを切
り、片手鍋に蓋をしたが台所に煙が漂っていたため友人
に連絡、その連絡を受けた友人が119番通報したもの。

非火災 平成21年設置

平成29年11月 2時6分頃 下関市

台所でガステーブルを使用し調理中、寝室で眠ったため
内容物が焦げ付き、寝室に設置して住宅用火災警報器
(煙式)が鳴動したもの。住宅用火災警報器の音に気付い
た隣室の居住者が消防機関に通報を行った。ガステーブ
ルのスイッチは、先着した警察官が閉止。

非火災
建物管理者が
平成21年に設
置したもの

平成29年11月 10時00分頃 山陽小野田市

行為者が台所のガスコンロ（都市ガス）で食材の入った
鍋を加熱したままその場を離れ外出し留守中のところ、
住宅用火災警報器「ガス警報器複合型（煙式）」の鳴動
により、窓枠から煙が出ているのを隣人が発見し１１９
番通報したものである。
通報により、出動した消防隊が到着後、当該留守宅の小
窓をはずし屋内進入、ガスコンロの火を止めるとともに
充満する煙を排煙する。
事後調査の結果、鍋の内容物（食材）の焼け焦げのみ
で、他に焼損等はなく火災以外（非火災）として処理す
る。

非火災

既存の住宅に
設置されたも
の
平成27年更新

平成29年12月 8時30分頃 岩国市

住人が、台所のガステーブルに鍋をかけ、味噌汁を加熱
中であった。そのことを忘れ、居室でテレビを見ていた
ところ、台所の住宅用火災警報器（煙式）が鳴動し、鍋
のかけ忘れに気付いた。焦げた臭いとともに台所に白い
煙が充満していたため、自ら119番通報したものであ
る。
　調査した結果、鍋が少し焦げているのみであり、火災
には該当しないものと判明した。

非火災
居住者が平成
19年に設置し
たもの

平成29年12月 10時00分頃 宇部市

外出先から帰宅した住民が、玄関の施錠を開錠後、屋内
で白煙及び警報ベルが鳴っているのに気が付き、隣人２
名（男性１名、女性１名）に助けを求め、男性が自社の
消火器で初期消火（消火失敗）、女性が自宅の固定電話
で１１９番通報したもので、これにより出動した消防隊
の消火活動により、１６時１２分に鎮火したもの

ぼや
既存の建物に
設置されてい
たもの

平成29年12月 15時45分頃 山陽小野田市

行為者が台所のガスコンロ（都市ガス）で卵の入ったや
かんを加熱したまま外出し留守中のところ、住宅用火災
警報器「ガス警報器複合型（煙式）」の鳴動により、窓
枠から煙が出ているのを隣人が発見し１１９番通報した
もの

非火災

既存の住宅に
設置されたも
の
（平成２１年
１２月に設
置）
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成29年12月 10時35分頃 下関市

プラスチック製容器が石油ストーブの上に置かれている
のに気付かず点火し、その場を離れた為、プラスチック
製の容器が溶融して煙が発生し、住宅用火災警報器が鳴
動。
来客者が鳴動音に気付き、家人が石油ストーブを消した
もの。

非火災
平成23年5月設
置

平成29年12月 2時13分頃 防府市

　長屋式共同住宅１階の居室において、住人がガスコン
ロに鍋をかけたまま寝入ってしまい空焚き状態となった
もの。隣の部屋に居住する住人が住宅用火災警報器の鳴
動に気付き１１９番通報。本人は、消防隊到着後、よう
やく起きたもので、本事案は鍋の内容物が焦げたのみで
火災に至らなかった。

非火災

築１３年の共
同住宅で、不
動産業者が設
置。今月初旬
に不動産業者
が本体交換を
していた。

平成29年12月 4時30分頃 萩市

住人がストーブの燃焼筒を誤って逆さまにセットしたま
まストーブでもちを焼いていたところ、異常燃焼により
発煙し、台所に設置していた住宅用火災警報器（煙式）
が鳴動したもの。

非火災
業者から購入
し台所に設置

平成30年1月 14時45分頃 防府市

長屋式の市営住宅において、住人がガスコンロに鍋をか
けたまま外出。隣の住人が屋外に出たところ、住宅用火
災警報器の警報音と焦げ臭いにおいに気付き、ガス会社
に連絡するとともに、屋外のガス元バルブを閉止したも
の。火災に至っていない。消防覚知はガス会社からの一
般加入電話。

非火災
市が設置（平
成21年）

平成30年2月 11時01分頃 山陽小野田市

自宅１階台所のガスコンロを消し忘れ外出。コンロにか
けてあった鍋の炭化した内容物の煙により住宅用火災警
報器が発報、隣接する事務所の職員が発報音に気付き通
報し、その後帰宅した所有者がコンロのスイッチを切
り、火災には至らなかったもの。

非火災 不明

平成30年2月 19時30分頃 田布施町
階段に設置していた住宅用火災警報器の警報音に気付い
た居住者が２階居室からの出火を発見、１１９番通報し
屋外に避難したもの。

半焼

平成２３年
頃、住宅の所
有者が貰った
ものを設置。

平成30年4月 6時30分頃 柳井市

　神棚の灯明に火をつけて部屋を移動したところ、約３
０分後に住宅用火災警報器が鳴動し、火災に気付いたも
の。
　出火者が通報及び初期消火を実施し、火災を部分焼に
とどめ、死傷者は発生しなかったもの。

部分焼

　平成１９年
９月頃、建物
建築時に業者
が設置したも
の。

平成30年7月 7時40分頃 光市

木造２階建て寄宿舎の住人がガステーブルでフライパン
に火をかけたまま外出したところ、出火し、台所の住宅
用火災警報器が作動したもので、鳴動音に気付いた同居
人が近隣住民と一緒に初期消火を実施し、延焼を食い止
めたもの。

部分焼 所有者が設置

平成30年8月 17時50分頃 下関市

 共同住宅１階の居住者が台所で調理中、食材を入れた
両手鍋をガスコンロにかけたたま外出したため、鍋が空
焚き状態となり居室に設置した住宅用火災警報器（煙）
が鳴動したもの

非火災
建物所有者
（下関市）が
設置
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住宅用火災警報器の奏功事例

平成30年9月 14時00分頃 田布施町

木造２階建ての長屋住人が、ガステーブルで鍋に火をか
けたまま外出したところ、煙が発生し寝室に設置してい
た住宅用火災警報器が作動したもの。
鳴動音に気付いた隣室の住人が １１９番通報し、消防
隊がガステーブルのスイッチを切り、火災には至らな
かった。

非火災
管理会社が設
置

平成30年10月 23時15分頃
山陽小野

田市

鍋を火にかけたまま就寝したもの。鍋は空焚き状態とな
り、煙が室内に充満し住宅用火災警報器の鳴動及び煙臭
により目が覚め、ガスコンロの火を消し換気を行い、消
防に通報。消防隊到着時、室内には煙は充満しており、
住宅用火災警報器は鳴動していた。

非火災
県営住宅のた
め、県が購入

平成30年12月 7時50分頃 宇部市

寮生が隣室の住警器の音に気づき、灰色の煙も出ていた
ため、寮母に知らせ通報したもの。
消防隊の消火活動により鎮火。寝室及び台所約17㎡を焼
損。負傷者なし。

部分焼
販売店で購入
して設置

平成31年1月 4時20分頃 下関市
鍋の空焚きにより住警器が鳴動し、付近住民の通報によ
り未然に火災を防いだもの

非火災 大家が設置

平成31年1月 14時10分頃 宇部市

共同住宅の住人が、隣室から警報音が鳴り、換気扇から
白煙が出ているのを発見、建物管理会社経由で１１９番
通報があったもの。隣室の住人は、日頃から台所のガス
テーブル上に灰皿を置き喫煙しており、消防隊の現着時
には灰皿が割れ、吸い殻が散乱していたものの、焼損は
認められず。

非火災
建設管理会社
により設置

平成31年1月 11時15分頃 山口市

自宅内で孫(12歳)がテレビを見ていたところ、隣室の住
宅用火災警報器の鳴動で火災に気付き祖母(75歳)に知ら
せたもの。その後、孫が119番通報、祖母が初期消火
（バケツの水）を実施し、両名とも自宅裏の勝手口より
避難したもの。
なお、負傷者等は発生しなかった。

部分焼

平成14年7月に
増改築を行っ
た際、建築業
者により取り
付け

平成31年2月 0時0分頃 宇部市

市営住宅１階の台所で、占有者が片手鍋（内容物不明）
をこんろで加熱中、空焚きとなり、片手鍋内が焦げ煙が
発生し、和室に設置されている住宅用火災警報器が発報
したと思われる。（行為者は認知症のため、詳細につい
ては聴取できず。）
火災通報は、付近に居住する第一発見者が、現場付近を
歩いていたところ、行為者宅の窓から煙が出ているのを
不審に思い、同室に行き玄関ドアを開けると、住宅用火
災警報器が鳴動、焦げくさい臭いと煙を確認したので１
１９番通報したもの。
局予防課員が現場付近を外勤中に覚知、現場に出向す
る。
現場到着時非火災と判明、行為者に負傷がないことを確
認する。

焼損なし
宇部市都市計
画　住宅課が
設置



 年   月　  発生時間 場  所  概      要 焼損程度 設置経緯

住宅用火災警報器の奏功事例

平成31年3月 22時35分頃 山口市

自宅１階で食器を洗い終わった直後、階段に設置されて
いた住宅用火災警報器の鳴動で２階居室の火災に気付
き、近隣住人へ火災を知らせたもの。
初期消火は未実施、近隣住人が１１９番通報を実施。消
防隊が到着するまで、屋外に避難していたもの。
なお、負傷者は発生しなかった。

半焼

平成２１年に
増築を実施。
その数年後に
業者により取
り付け。

平成31年4月 12時10分頃 周南市

居住者によると、鍋を火にかけたことを忘れており、煙
が充満し住警器が鳴ったことで気が付き火を止め鍋に水
を入れ、家の前の通行人に１１９番通報を頼んだとのこ
と。鍋には焦げた状態の内容物が残っていた。
※　負傷者なし。

焼損なし 不明

令和1年6月 15時20分頃 萩市

昼寝をしていた住人が、、煙と住宅用火災警報器の警報
音に気付いて目を覚ましたところ、枕が燃えているとこ
ろを発見し、風呂の汲み置きの水で消火し、完全消火し
たもの。建物に焼損はなく、枕と敷き布団の一部が焼損
したのみである。通報は、住宅用火災警報器の警報音に
気付いた近隣住民が警察に通報し、警察から消防に通報
されたもの。

ぼや

８年前に販売
店で購入し、
１階の寝室、
２階の寝室と
２階の階段上
部に設置され
ている。

令和1年6月 16時43分頃 宇部市

共同住宅２階の台所で、占有者（６６歳、男性）がビ
ニール袋が掛かったままの土鍋（内容物：芋）をカセッ
トこんろで加熱中、ビニール袋が燃え黒煙が発生し、寝
室に設置されている住宅用火災警報器が発報する。
火災通報は、共同住宅北側に居住する住人（６８歳、女
性）が、住宅用火災警報器の鳴動を不審に思い屋外に出
ると、共同住宅２階の窓から、黒煙が出ているのを発見
したため、火災と思い１１９番通報したもの。
消防隊が現場到着時非火災と判明、行為者に負傷がない
ことを確認する。

焼損なし
共同住宅所有
者が設置

令和1年7月 11時20分頃 下関市

居住者が天ぷら鍋の温度を上げる際中、ごみを畑に捨て
に行き、農作業を実施していると、台所の住宅用火災警
報器が鳴動。隣室にいた同居人が警報音に気づき、居住
者と協力し消火したもの。
レンジフード１台焼損。台所の内壁0.6㎡煤け。負傷者
等なし。

ぼや
販売店で購入
して設置

令和1年10月 17時51分頃 下関市

ＩＨクッキングヒーターに天ぷら鍋をかけ予熱中にその
場を離れたため、鍋内の食用油が過熱出火し、台所の天
井に設置していた住宅用火災警報器の鳴動で火災に気づ
き初期消火したもの。

ぼや

購入経緯は不
明であるが、
旧建物所有者
が設置。

令和1年10月 3時45分頃 下関市

脱衣所で発生した火災の煙が就寝中の寝室に流入し住宅
用火災警報器（煙式）が鳴動したことにより火災に早期
に気付き、風呂場のシャワーで初期消火に成功したも
の。

ぼや

平成22年に所
有者が販売店
で購入し、管
理会社が設置
した。
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令和2年1月 8時26分頃 下関市

居住者が調理するため、台所のガスオーブンを使用した
際、温度設定を誤ったため過熱状態となり煙が発生し、
台所に設置している住宅用火災警報器（煙式）が鳴動し
たもの。
住宅用火災警報器の音に気付いた居住者がガスオーブン
のスイッチを切り、火災には至らなかった。

焼損なし

平成29年に建
物所有者が販
売店で購入し
設置した。

令和2年3月 18時35分頃

宇部・山
陽小野田
消防局管

内

居住者がこんろの火を点けた後に、何らかの原因で炊飯
器がこんろの火に接触し出火する。
居住者の証言からは、出火時に家にいたか不明。
たまたま外出しようとした隣人が住宅用火災警報器の音
と窓越しに台所が赤くなっているのを発見し、１１９通
報するとともに協力者に初期消火をお願いする。
協力者の初期消火により火災は鎮火する。

ぼや 不明

令和2年7月 11時34分頃

宇部・山
陽小野田
消防局管

内

令和２年７月１７日１１時３４分頃、７６歳女性がガス
コンロに鍋をかけ、火をつけたまま外出し、鍋が焦げ付
き、煙が室内に充満して台所に設置していた住宅用火災
警報器が発報し、警報音に気づいた近隣の住民が消防に
通報するとともにコンロの火を止めたもの

非火災 不明

令和2年8月 14時53分頃

宇部・山
陽小野田
消防局管

内

令和2年8月1日（土）14時ごろ、居住者が台所でお茶を
沸かすため、鍋に水とティーパックを入れコンロに火を
付けた後、寝室に行きテレビを見ていたところ寝込んで
しまい、住宅用火災警報器の警報音で目が覚めると室内
が煙で充満しており、鍋を空焚きしたことに気付いたも
のである。
 なお、住宅用火災警報器については、ダイニング部分
に設置されていたもの。

非火災 不明

令和2年8月 12時50分頃

宇部・山
陽小野田
消防局管

内

令和２年８月１６日１２時５０分ごろ、住宅用火災警報
器の警報により警備会社（セコム）の警備員が現場に駆
け付け、建物内に煙が充満していたため、１１９番通報
した。
なお、本件は、オーブントースター内の食品が炭化し、
白煙が部屋に充満したもの。
住宅用火災警報器の設置場所は台所。

非火災 不明

令和2年12月 13時35分頃
山陽小野

田市

居間にある石油ストーブの灯油タンクに給油したとこ
ろ、灯油タンクのキャップがきちんと締まっていなかっ
たため、石油ストーブ本体に灯油タンクをセットする際
にキャップが外れ、灯油がストーブと床にこぼれたので
タオルで拭き取り、点火後３分程度火の様子を見て、台
所に移動したところしばらくして火災に至ったもの。
居間の北側に位置する寝室の住警器の音で火災と気づ
き、消火器での初期消火を試みたが効果は無かった。

全焼 不明

令和3年2月 8時30分頃
周防大島

町

居住者が火元建物を留守にしていたところ、建物内で火
災が発生して住宅用火災警報器が鳴動。火元建物付近を
通りかかった者が住宅用火災警報器の鳴動に気づき、通
報及び初期消火を実施。初期消火が成功し、火災をぼや
に抑えることができ、負傷者等も発生しなかったもの。

ぼや 不明
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令和3年11月 13時23分頃

宇部・山
陽小野田
消防局管

内

令和３年１１月１１日（木）１３時２０分ごろ、発報す
る住宅用火災警報器の音に気付いた住民が、屋外に出て
建物を確認したところ、同棟１０３号室よりこげ臭を認
めるが、同室は施錠されており、家人も不在であったこ
とから火災が発生したと思い、通報してきたもの。
　消防隊による室内の確認時、室内には煙が滞留し、台
所の２口コンロ上の片側にかかる鍋の着火コンロのつま
みは使用状態ではあったが、ガスが停止していたことか
ら炎は出ておらず、鍋内に炭化状態となった食品状の物
は確認されるが、他に焼損は認められないことから非火
災（鍋の空焚き）とする。

非火災 不明

令和3年12月 20時00分頃 下関市
布団を暖めようと電気ストーブを使用中、座布団が電気
ストーブに接触したため、座布団に着火し出火したも
の。

部分焼 不明

令和4年1月 10時35分頃 宇部市
居住者がトイレに入っていたところ鳴動音に気付き確認
したところ、室内に煙が漂っていたため屋外に避難し
た。

全焼 不明

令和4年2月 19時30分頃
周防大島

町

風呂たき口煙突周囲の外壁から出火。火元建物１階にい
た居住者が、２階の住宅用火災警報器が鳴動しているの
に気づき、初期消火及び避難を実施。初期消火は失敗し
たものの、近隣在住の消防団員が自己覚知して消火活動
を実施。火災を部分焼にとどめ、負傷者等も発生しな
かったもの。

部分焼 不明

令和4年4月 23時10分頃 柳井市

共同住宅2階の寝室から出火。帰宅した居住者が、２階
の住宅用火災警報器が鳴動しているのに気づき、急いで
家の中に入り、火災を発見し、水道水を鍋に汲み初期消
火を実施。早期の初期消火により、火災をぼやにとど
め、負傷者等も発生しなかったもの。

ぼや 不明

令和4年4月 13時50分頃 宇部市
居室にいたところ、寝室から「火事です」の音声が聞こ
えたため避難した。

部分焼 不明

令和4年8月 17時00分頃 美祢市

住宅用火災警報器鳴動により、居間でテレビを見ていた
家人が火災を発見。隣人に助けを求め、屋外水道から
ホースを使用した初期消火と、自宅ふろ水をバケツと洗
面器で初期消火を行い消火したもの。消火開始と同時に
隣人が携帯電話で１１９番通報する。

ぼや
美祢市が設置
したもの。

令和4年10月 12時55分頃 宇部市

共同住宅１階の居住者が、たばこの吸殻を台所にあるご
み箱に捨て、ごみ箱から出火し、居室、和室、洋室の警
報器が鳴動。
　上階の居住者が警報音を確認し、１１９番通報した。

ぼや 不明
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令和4年10月 18時36分頃
山陽小野

田市

台所の火災警報器が発報し、連動で警備会社（セコム）
のブザーが鳴動したのでセコム業者が現場に急行し家人
と協力して台所のたらいで消火したもの。

部分焼け 不明

令和4年12月 15時50分頃
周南市熊

毛

居住者が台所のオーブントースターで餅を加熱したま
ま、リビングに移動してテレビを見ていたところ、リビ
ングに設置していた住宅用火災警報器が鳴動した。急い
で台所に向かうと、オーブントースター内の餅が燃えて
いたため、粉末消火器で消火した。

ぼや

住宅用火災警
報器は2021年4
月（新築時）
に設置。

令和4年12月 3時00分頃 柳井市

寝室で居住者が就寝中、原因不明の出火により居室から
発煙し、居室、台所、寝室の住宅用火災警報器が鳴動。
気付いて目を覚ました居住者が119番通報。初期消火を
実施したが消火困難のため、避難したもの。

部分焼 不明

令和4年12月 17時12分頃 岩国市

高齢男性が、鍋に入れていたおでんを温めるためにガス
テーブルの火を付け、その後、リビングで食事をしてい
たところ、室内に白煙が充満し住宅用火災警報器が鳴動
し始めたため、直ちに119番通報し、避難した事案であ
る。消防隊到着時、ガステーブルの火は消えていたた
め、火災には至っていない。

焼損なし 不明

令和5年1月 10時45分頃 宇部市

家の中で焦げ臭いにおいを感じたが、特に気にせず居間
でテレビを見ていると、階段に設置してあった住宅用防
災警報器が鳴り出したので、確認したところ、和室にあ
る仏壇付近から炎を発見したもの。
　バケツを使用し、風呂の残り湯をかけて初期消火を実
施する。

部分焼け 不明

令和5年1月 21時45分頃 周南市

発見：近隣住人（男性）が、「ピー、ピー」という警報
音が外から聞こえてきて、15分以上経っても鳴り止まな
いので、家の外に出て確認すると、となりから焦げるよ
うな臭いを感じ、A氏宅に行き呼びかけた。

通報：近隣住人が、A氏宅が焦げ臭いため様子を見に
行ったところ、座布団と布団が燃えているのを発見し、
警察へ通報した。

初期消火：A氏宅の居室（和室）にあった、プラスチッ
ク容器ボトルで水道水をかけ消火した。

避難状況：火が消えると、占有者(家主)は「もう、大丈
夫」といって寝ようとしており、避難行動せず。

ぼや 不明

令和5年3月 2時05分頃 下関市

居住者が深夜２時頃トイレに行き、寝室に戻ると、ハロゲン
ヒーターと布団が燃えていた。1人で消火活動をしていたが、
敷地内の隣接した住宅に住む長男夫婦が、住宅用火災警
報器の鳴動音を聞き、火元建物にかけつけ、消火活動を実
施し、消火したもの。

ぼや 不明
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令和5年3月 16時25分頃

宇部・山
陽小野田
消防局管

内

ガスコンロの鍋を空焚きして白煙が出たもの 焼損なし 不明

令和5年5月 9時00分頃 防府市

居住者が仏間で落下させたろうそくをそのままにして居
間でテレビを見ていたところ、仏間の隣に位置する寝室
に設置された住宅用火災警報器が鳴動。それにより火災
に気付いた居住者が初期消火を実施し、火災の拡大を防
いだ。

ぼや 不明


